
川
島
町
の

伝
統
芸
能

撮影協力：町民カメラマン　宇津木 義雄さん

撮影協力：町民カメラマン　大葛 良二さん

　このほかにも、町にはさまざま
な伝統芸能があります。詳しくは
町ホームページをご覧ください。

角泉囃子
白井沼氷川神社獅子舞

　町では、それぞれの地域で昔から行われてきた伝
統芸能があります。10 月に披露された「角泉囃子」、

「白井沼氷川神社獅子舞」の様子をご紹介します。

問 生涯学習課 生涯学習グループ
　☎ 049-299-1711

　

10
月
18
日
（
土
）、
角
泉
囃
子
連

が
川
越
祭
り
に
参
加
し
、
川
越
市
通

町
の
保
存
会
と
一
緒
に
お
囃
子
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
下
、
大
人
に
混
ざ
っ
て

子
ど
も
た
ち
が
鳴
ら
す
笛
や
太
鼓
の

音
色
に
、
多
く
の
方
が
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

角
泉
囃
子
連
が

川
越
祭
り
に
参
加

　

角
泉
囃
子
連
は
山
王
流
神
田
囃
子

（
木
ノ
下
流
）
と
さ
れ
、町
内
の
「
下

角
泉
囃
子
連
の

成
り
立
ち

　

10
月
19
日
（
日
）
に
、
白
井
沼
氷

川
神
社
で
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。道
太
鼓
に
よ
り
鳥
居
を
く
ぐ
り
、

社
殿
の
前
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
舞
う

獅
子
舞
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
を
も

の
と
も
せ
ず
、舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。

雨
天
の
中
、

獅
子
舞
を
披
露

川
島
町
の
獅
子
舞

　
川
島
町
の
獅
子
舞
は
、
江
戸
時
代

か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
町
内
７
か
所
で
行
わ
れ
る
な

ど
、
地
域
の
方
々
の
な
じ
み
の
行
事

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
伝
統
は
、
伊
草
と
白
井
沼
の
２
地

域
で
今
も
な
お
受
け
継
が
れ
、
毎
年

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
、
先さ
き

獅じ

子し

、
女め

獅じ

子し

を
伊
草
の
大
聖
寺
か
ら
白
井
沼
の
真し
ん

福ぷ
く

寺じ

が
も
ら
い
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

が
白
井
沼
の
獅
子
舞
の
始
ま
り
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。

　
明
治
時
代
に
真
福
寺
、
氷
川
神
社

は
火
災
に
遭
い
ま
し
た
が
、
不
思
議

と
獅
子
頭
だ
け
は
難
を
逃
れ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
そ
の
時
の
獅

子
頭
は
、
再
建
さ
れ
た
神
社
の
拝
殿

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
井
沼
氷
川
神
社

獅
子
舞
の
成
り
立
ち

廓
囃
子
」と
同
じ
流
派
と
さ
れ
ま
す
。

江
戸
城
を
中
心
と
し
た
城
下
に
伝
わ

る
数
少
な
い
流
派
の
一
つ
と
さ
れ
て

お
り
、
明
治
初
期
に
旧
大
宮
市
の
木

ノ
下
地
区
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
優
雅
か
つ
静
か
で
あ
る
の
が
特
徴

で
、
主
な
演
奏
楽
器
は
、
大お
お

太だ
い

鼓こ

、

締し
め

太だ
い

鼓こ

（
２
つ
）、
篠し
の

笛ぶ
え

、
鉦か
ね

の
５

人
囃
子
で
す
。

　
角
泉
囃
子
は
、
平
成
29
年
に
町
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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